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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結
会計期間

第68期
第２四半期連結
会計期間

第67期

会計期間

自 平成20年   
４月１日

至 平成20年   
９月30日

自 平成21年   
４月１日

至 平成21年   
９月30日

自 平成20年   
７月１日

至 平成20年   
９月30日

自 平成21年   
７月１日

至 平成21年   
９月30日

自 平成20年   
４月1日

至 平成21年   
３月31日

売上高 (千円) 1,827,8321,593,891908,596777,3853,895,695

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) 161,576 31,065 97,486△21,091 155,374

四半期（当期）純利益又は
四半期純損失（△）

(千円) 114,230151,179106,489△8,232 88,744

純資産額 (千円) ― ― 2,548,5292,676,1252,513,187

総資産額 (千円) ― ― 4,126,5094,011,6534,137,377

１株当たり純資産額 (円) ― ― 85.94 90.25 84.75

１株当たり四半期（当期）
純利益又は四半期純損失金
額（△）

(円) 3.85 5.10 3.59 △0.28 2.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 3.75 ― 3.50 ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 61.8 66.7 60.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △300,059 44,231 ― ― △100,245

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 276,727 62,223 ― ― 237,357

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △346,022△139,571 ― ― △215,527

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 575,523833,346866,462

従業員数 (名) ― ― 124 118 118

(注)  １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第68期第２四半期連結累計期間、第68期第２四

半期連結会計期間及び第67期において希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 118(13)

(注)  従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は( )内に当第２四半期連結会計期間の平均人数を外書で記載して

おります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 10(-)

(注)  １ 従業員数は就業人員数であり、臨時従業員数は( )内に当第２四半期会計期間の平均人数を外書で記載してお

ります。

 ２ 従業員数は、当社から他社への出向者を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

工業炉燃焼装置関連事業 776,538 △14.5

（内訳）環境装置石油化学部門 361,934 187.9

工業炉部門 127,012 △47.8

ボイラ用機器部門 54,608 60.4

工業炉用機器部門 47,776 △24.0

産業機械用機器部門 35,625 △69.0

メンテナンスサービス部門 64,574 24.9

部品部門 35,181 △12.4

ＨＲＳ部門 39,902 △80.8

電気計装制御部門 9,922 △64.2

その他の事業 847 68.8

合計 777,385 △14.4

(注)  １ セグメント間取引については、相殺消去しております。
 ２ 金額は、販売価格によっております。
 ３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

工業炉燃焼装置関連事業 442,578 △76.6 582,468 △76.7

（内訳）環境装置石油化学部門 88,423 △88.7 138,413 △84.3

工業炉部門 42,868 △91.6 14,917 △96.1

ボイラ用機器部門 45,585 △73.0 176,907 △56.2

工業炉用機器部門 59,629 △53.6 67,408 △71.5

産業機械用機器部門 7,921 △87.1 ─ △100.0

メンテナンスサービス部門 71,442 172.4 76,041 250.7

部品部門 56,159 △10.2 54,735 △19.3

ＨＲＳ部門 48,625 △56.7 30,044 △90.8

電気計装制御部門 21,922 △43.8 24,000 △20.0

その他の事業 ─ ─ ─ ─

合計 442,578 △76.6 582,468 △76.7

(注)  １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％）

工業炉燃焼装置関連事業 776,538 △14.5

（内訳）環境装置石油化学部門 361,934 187.9

工業炉部門 127,012 △47.8

ボイラ用機器部門 54,608 60.4

工業炉用機器部門 47,776 △24.0

産業機械用機器部門 35,625 △69.0

メンテナンスサービス部門 64,574 24.9

部品部門 35,181 △12.4

ＨＲＳ部門 39,902 △80.8

電気計装制御部門 9,922 △64.2

その他の事業 847 68.8

合計 777,385 △14.4

(注)  １ セグメント間取引については、相殺消去しております。

 ２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

本田技研工業(株) 112,889 12.4 ─ ─

三菱化学㈱坂出事務所 ─ ─ 317,110 40.8

 ３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
 ４ 当第２四半期連結会計期間の本田技研工業㈱については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しまし
た。

 ５ 前第２四半期連結会計期間の三菱化学㈱坂出事務所については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略

しました。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

(1) 技術受入契約

当第２四半期連結会計期間に締結及び解約した契約はありません。

　

(2) 技術供与契約

当第２四半期連結会計期間に締結及び解約した契約はありません。

　

(3) 連結子会社における技術供与契約は、次のとおりであります。

契約先 国名 内容 契約期間

東宇熱處理工業 韓国 工業用熱処理炉の設計、製造技術
平成21年６月30日から
平成26年６月29日まで

(注)  上記の技術供与については、製品販売による純売上金額に対し、一定率のロイヤリティを受けとるものでありま

す。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日～平成21年９月30日）におけるわが国経済は、国内外

での在庫調整の一巡や政府の景気対策の効果などにより、一部の景気指標や業種において回復の兆しが

みられたものの、経済活動は依然低水準で自律回復には遠い状態にあり、きわめて厳しい状況で推移いた

しました。当社の属する熱処理関連業界におきましても、企業業績悪化にともなう設備投資の冷え込みが

一段と顕著になってきており、需要の減少による受注獲得競争の激化など、一段と厳しい経営環境が続い

ております。

当社におきましても、受注の落ち込みは深刻な状況となってきており、グループ全体の資源配分の見直

しや社会や顧客のニーズにあった新製品開発などが急務となっております。このような状況の中、当社グ

ループでは、積極的な営業活動を展開して受注の確保に努めるとともに、引き続き販売管理費の抑制など

収益体質の強化に取組み、徹底した経費削減に努めてまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高７億７千７百万円（前年同四半期比14.4％

減）、営業損失は１千９百万円（前年同四半期は営業利益８千５百万円）、経常損失は２千１百万円（前

年同四半期は経常利益９千７百万円）、四半期純損失は８百万円（前年同四半期は四半期純利益１億６

百万円）となりました。

　

事業のセグメント別の売上高は次のとおりです。

[環境装置石油化学部門]

環境装置石油化学部門におきましては、化学関連向け製品の大型受注案件などがあったため、前年同四

半期比187.9％増の３億６千１百万円となりました。

[工業炉部門]

工業炉部門におきましては、自動車関連向け製品の受注の落ち込みなどから、前年同四半期比47.8％減

の１億２千７百万円となりました。

[ボイラ用機器部門]

各種ボイラ用パッケージバーナユニット、各種ボイラ用バーナ部門におきましては、前年同四半期比
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60.4％増の５千４百万円となりました。

[工業炉用機器部門]

工業炉用機器部門におきましては、前年同四半期比24.0％減の４千７百万円となりました。

[産業機械用機器部門]

産業機械用機器部門におきましては、前年同四半期比69.0％減の３千５百万円となりました。

[メンテナンスサービス部門]

各種燃焼設備の整備、工事、メンテナンス部門におきましては、前年同四半期比24.9％増の６千４百万

円となりました。

[部品部門]

燃焼装置・機器の部品販売部門におきましては、前年同四半期比12.4％減の３千５百万円となりまし

た。

[ＨＲＳ部門]

ＨＲＳ部門におきましては、前年同四半期比80.8％減の３千９百万円となりました。

[電気計装制御盤事業]

電気計装制御盤事業部門におきましては、前年同四半期比64.2%減の９百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて3.5％減少し、28億１千２百万円となりました。これは、現金及

び預金が３千６百万円、仕掛品が１千３百万円、未収入金(その他)が２千３百万円減少したことなどによ

るものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて1.9％減少し、11億９千８百万円となりました。これは、土地及

び建物等を売却したことなどによるものです。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.0％減少し、40億１千１百万円となりました。
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（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて24.9％減少し、７億１千５百万円となりました。これは、支払手

形及び買掛金が１億３千３百万円減少し、短期借入金（その他）が１億円減少したことなどによるもの

です。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて7.7％減少し、６億１千９百万円となりました。これは、長期借

入金が２千４百万円、退職給付引当金が３千万円減少したことなどによるものです。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて17.8％減少し、13億３千５百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて6.5％増加し、26億７千６百万円となりました。これは、当第

２四半期連結累計期間において、四半期純利益を１億５千１百万円計上したことなどによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末と比較して

3.8％の減少となり、残高は８億３千３百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は

以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において使用した資金は、２億７百万円となりました。これは、主に売上債

権の減少２億５百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において得られた資金は、１千８百万円となりました。これは、主に貸付金

の回収による収入２千万円があったことなどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において使用した資金は、３千３百万円となりました。これは、主に短期借

入金の返済による支出３千万円などによるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は9,806千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

  また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 118,610,000

計 118,610,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,653,34229,653,342
ジャスダック証券

取引所
単元株式数は
100株であります。

計 29,653,34229,653,342― ―

(注)  提出日現在の発行数には、平成21年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成17年12月20日定時株主総会特別決議

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数（個） 777

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 777,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）
新株予約権１個につき

483,000

新株予約権の行使期間 平成20年１月15日～平成23年１月14日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格          483
資本組入額        242

新株予約権の行使の条件 （注）参照

新株予約権の譲渡に関する事項
本新株予約権の譲渡については、取締役会の承認を受
けなければこれをすることができない。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

(注)  ① 権利行使時において、当社及び当社関連会社の取締役、監査役、顧問又は従業員であることを要する。ただし、

任期満了による退任、定年退職その他正当な事由のある場合はこの限りではない。

 ② 新株予約権者が死亡した場合は、相続人がこれを行使できるものとする。

 ③ 各新株予約権の一部行使は認められない。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 29,653― 2,091,252― ―

　

(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

荒川  茂俊 埼玉県蕨市 6,510 2.19

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜２丁目４番６号 5,541 1.86

渋谷  実 埼玉県川越市 5,001 1.68

藤井  明浩 兵庫県宝塚市 4,572 1.54

斉藤  征夫 東京都世田谷区 4,100 1.38

外尾  暁裕 愛知県知多市 2,900 0.97

永山  正 富山県富山市 2,730 0.92

川瀬  靖雄 兵庫県西宮市 2,600 0.87

株式会社ボネール
大阪市中央区北浜３丁目５番22号
オリックス淀屋橋ビル５Ｆ

2,400 0.80

高木  実 東京都目黒区 2,297 0.77

計 　 38,651 13.03
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式）
普通株式 200

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 29,651,900296,519
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式 1,242 ― ―

発行済株式総数 29,653,342 ― ―

総株主の議決権 ― 296,519 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式22,200株（議決権222個）が含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ＮＦＫホールディ
ングス

神奈川県横浜市鶴見区尻手
２丁目１番53号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00

(注)  上記以外に自己名義所有の単元未満株式56株を保有しております。

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 46 50 88 76 57 56

最低(円) 33 37 53 45 49 41

(注)  株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人ウィングパートナーズによる四半期レビューを

受け、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結

累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法

人元和による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第67期連結会計年度                        監査法人ウィングパートナーズ

第68期第２四半期連結累計期間              監査法人元和
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 893,908 930,412

受取手形及び売掛金 ※1
 1,423,095

※1
 1,413,026

仕掛品 ※4
 305,692 319,454

原材料及び貯蔵品 145,820 146,119

その他 45,288 112,377

貸倒引当金 △1,107 △5,825

流動資産合計 2,812,697 2,915,564

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※3
 116,384

※2, ※3
 123,968

機械装置及び運搬具（純額） ※3
 5,438

※3
 10,616

その他（純額） ※3
 17,913

※3
 21,315

土地 699,206 ※2
 737,027

有形固定資産合計 838,943 892,927

無形固定資産

のれん 10,917 13,646

ソフトウエア 20,865 27,444

その他 702 702

無形固定資産合計 32,485 41,793

投資その他の資産

投資有価証券 168,840 181,884

長期貸付金 896,000 896,000

その他 211,293 170,570

貸倒引当金 △948,607 △961,363

投資その他の資産合計 327,526 287,092

固定資産合計 1,198,955 1,221,813

資産合計 4,011,653 4,137,377

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 440,025 573,757

未払金 17,538 41,849

未払法人税等 32,876 18,366

賞与引当金 61,290 70,853

完成工事補償引当金 17,743 9,297

工事損失引当金 ※4
 2,107 80

その他 144,334 ※2
 238,655

流動負債合計 715,917 952,859
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

固定負債

長期借入金 14,996 ※2
 39,416

退職給付引当金 311,223 341,826

役員退職慰労引当金 25,196 21,211

再評価に係る繰延税金負債 261,105 261,105

その他 7,090 7,772

固定負債合計 619,611 671,331

負債合計 1,335,528 1,624,190

純資産の部

株主資本

資本金 2,091,252 2,091,252

利益剰余金 207,533 56,354

自己株式 △193 △192

株主資本合計 2,298,591 2,147,413

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,478 △16,238

土地再評価差額金 382,011 382,011

評価・換算差額等合計 377,533 365,773

純資産合計 2,676,125 2,513,187

負債純資産合計 4,011,653 4,137,377
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 1,827,832 1,593,891

売上原価 1,228,867 1,168,691

売上総利益 598,965 425,200

販売費及び一般管理費 ※
 448,959

※
 394,135

営業利益 150,005 31,064

営業外収益

受取利息及び配当金 1,406 773

仕入割引 4,729 3,398

持分法による投資利益 4,072 －

その他 4,214 993

営業外収益合計 14,423 5,165

営業外費用

支払利息 1,955 859

手形売却損 － 1,993

持分法による投資損失 － 1,545

その他 895 765

営業外費用合計 2,851 5,164

経常利益 161,576 31,065

特別利益

固定資産売却益 － 39,914

投資有価証券売却益 29,353 －

貸倒引当金戻入額 6,061 17,669

償却債権取立益 － 49,415

受取和解金 14,000 30,000

その他 1,071 34,168

特別利益合計 50,486 171,167

特別損失

保険解約損 32,291 －

固定資産除却損 296 9

投資有価証券評価損 － 2,925

減損損失 － 8,501

その他 526 10

特別損失合計 33,114 11,446

税金等調整前四半期純利益 178,949 190,786

法人税、住民税及び事業税 55,744 28,557

法人税等還付税額 － △8,097

法人税等調整額 8,974 19,147

法人税等合計 64,718 39,607

四半期純利益 114,230 151,179
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 908,596 777,385

売上原価 629,391 591,217

売上総利益 279,204 186,167

販売費及び一般管理費 ※
 193,280

※
 206,142

営業利益又は営業損失（△） 85,924 △19,974

営業外収益

受取利息及び配当金 1,268 581

仕入割引 2,939 1,597

持分法による投資利益 7,485 －

その他 1,451 △912

営業外収益合計 13,145 1,266

営業外費用

支払利息 1,542 434

為替差損 － 643

持分法による投資損失 － 1,132

その他 41 173

営業外費用合計 1,584 2,383

経常利益又は経常損失（△） 97,486 △21,091

特別利益

貸倒引当金戻入額 3,486 6,933

退職給付引当金戻入額 － 11,570

受取和解金 14,000 －

その他 246 4,972

特別利益合計 17,732 23,476

特別損失

固定資産除却損 233 9

投資有価証券評価損 － 2,925

減損損失 － 8,501

その他 647 －

特別損失合計 880 11,435

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

114,338 △9,051

法人税、住民税及び事業税 △3,418 13,119

法人税等還付税額 － △8,097

法人税等調整額 11,266 △5,841

法人税等合計 7,848 △819

四半期純利益又は四半期純損失（△） 106,489 △8,232
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 178,949 190,786

減価償却費 16,245 17,878

のれん償却額 1,364 2,729

減損損失 － 8,501

固定資産除却損 296 9

固定資産売却損益（△は益） － △39,914

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,940 △17,473

退職給付引当金の増減額（△は減少） △10,368 △30,603

受取利息及び受取配当金 △1,406 △773

支払利息 2,100 859

工事損失引当金の増減額（△は減少） 9,949 2,027

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,268 △9,562

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,050 3,985

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △6,370 8,446

持分法による投資損益（△は益） △4,072 1,545

投資有価証券売却損益（△は益） △28,826 －

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,925

仕入割引 △4,729 －

和解金 △14,000 －

保険解約損益（△は益） 32,291 －

売上債権の増減額（△は増加） △248,388 △10,069

たな卸資産の増減額（△は増加） △104,392 14,060

未収入金の増減額（△は増加） △14,997 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） △13,829 －

その他の流動負債の増減額（△は減少） 44,553 －

仕入債務の増減額（△は減少） △13,468 △130,333

その他 － 58,251

小計 △175,719 73,276

利息及び配当金の受取額 1,406 773

利息の支払額 △2,100 △859

法人税等の支払額 △123,645 △37,055

法人税等の還付額 － 8,097

営業活動によるキャッシュ・フロー △300,059 44,231
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △11,200 △3,018

定期預金の払戻による収入 － 6,407

投資有価証券の取得による支出 △149,546 △5,051

投資有価証券の売却による収入 452,652 99

有形及び無形固定資産の取得による支出 △121 △12,049

有形及び無形固定資産の売却による収入 － 73,575

出資金の払込による支出 △1,240 －

貸付けによる支出 △1,000 △15,000

貸付金の回収による収入 5,834 21,914

その他の支出 △35,155 －

その他の収入 16,504 －

その他 － △4,653

投資活動によるキャッシュ・フロー 276,727 62,223

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △320,000 △100,000

長期借入金の返済による支出 △26,022 △39,570

自己株式の取得による支出 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △346,022 △139,571

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △369,354 △33,115

現金及び現金同等物の期首残高 944,877 866,462

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 575,523

※
 833,346
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

（会計処理基準に関する事項の変更）

売上高及び売上原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額５千万円以上の工事については工事進行基準を、そ

の他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第

15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第18号 平成19年12月27

日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結

会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見

積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。これによる損益及びセグメン

ト情報に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

（四半期連結損益計算書）

前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「手形売却損」は、営業外費用の

100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしております。

  なお、前第２四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「手形売却損」は145千円であります。

  また、前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めていた「投資有価証券評価損」は、特

別損失の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしております。

  なお、前第２四半期連結累計期間の「その他」に含まれる「投資有価証券評価損」は526千円であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

前第２四半期連結累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローに区分掲記していた「未収入金の増減

額（△は増加）」、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」及び「その他の流動負債の増減額（△は減

少）」は、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示することとしております。

  なお、当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めた「未収入金の増

減額（△は増加）」は23,685千円、「その他の流動資産の増減額（△は増加）」は31,033千円、「その他の流動負

債の増減額（△は減少）」は12,410千円であります。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）

該当事項はありません。

　

【追加情報】
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当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

（連結納税制度の適用）

第１四半期連結会計期間より、当社を連結納税親会社とする連結納税制度を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１  受取手形割引高は62,819千円であります。

※２            ────────

　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　

　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　
　 　 　

　 　 　
　 　 　

 

※３  有形固定資産の減価償却累計額は569,336千円で

あります。

 

※４  たな卸資産及び工事損失引当金の表示

損失の発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品

と工事損失引当金は、相殺せず両建てで表示して

おります。

  損失発生が見込まれる工事契約に係る仕掛品

のうち、工事損失引当金に対応する額は2,148千

円であります。

 

  ５  偶発債務

次の者の借入債務に対して債務保証を行ってお

ります。

松  尾    隆                     400,000千円

 

※１  受取手形割引高は182,793千円であります。

※２  担保に供している資産及び担保付債務

(担保提供資産) 　 　
　 　 　
建物 412千円　
土地 33,736千円　

計 34,149千円　
　 　 　
(担保付債務) 　 　
　 　 　
長期借入金 31,925千円　

（一年以内返済予定含む） 　 　
　 　 　

 

※３  有形固定資産の減価償却累計額は596,937千円で

あります。

 

※４            ────────

 

 

 

 

 

 

 

  ５  偶発債務

同左
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日 
  至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年９月30日)

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は
次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与       166,114千円

賞与引当金繰入額                  28,618千円

退職給付費用                       6,125千円

法定福利費                        24,883千円

支払手数料                       100,756千円

役員退職慰労引当金繰入額           5,050千円

減価償却費                         5,144千円

 

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は
次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与       160,855千円

賞与引当金繰入額                  25,417千円

退職給付費用                       1,548千円

法定福利費                        27,880千円

支払手数料                        77,855千円

役員退職慰労引当金繰入額           3,985千円

減価償却費                         5,268千円

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日   
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間 
(自  平成21年７月１日 
  至  平成21年９月30日)

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は
次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与        81,533千円

賞与引当金繰入額                  16,540千円

退職給付費用                       2,695千円

法定福利費                         3,662千円

支払手数料                        37,362千円

役員退職慰労引当金繰入額           2,525千円

減価償却費                         2,696千円

 

※  販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は
次のとおりであります。

役員報酬及び従業員給与賞与        85,281千円

賞与引当金繰入額                  14,128千円

退職給付費用                       △135千円

法定福利費                        15,305千円

支払手数料                        40,198千円

役員退職慰労引当金繰入額           2,054千円

減価償却費                         2,912千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日 
  至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間 
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年９月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 634,372千円

有価証券 216,643〃

      計 851,015千円

預入期間が３か月超の定期預金 △58,849〃

MMF及びCP以外の有価証券 △216,643〃

現金及び現金同等物 575,523千円
 

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 893,908千円

      計 893,908千円

預入期間が３か月超の定期預金 △60,561〃

現金及び現金同等物 833,346千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月

１日 至 平成21年９月30日)

　

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,653,342

　

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 256

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

当四半期連結会計期間における四半期連結累計期間において行われた配当はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額について、前連結会計年度末と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

908,094 502 908,596 ─ 908,596

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 123,289 123,289(123,289) ―

計 908,094 123,7911,031,886(123,289)908,596

営業利益 161,255 116,689 277,944(192,020)85,924

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

776,538 847 777,385 ─ 777,385

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 66,975 66,975 (66,975) ―

計 776,538 67,822 844,360(66,975)777,385

営業利益又は営業損失（△） 53,170 62,715 115,886(135,861)△19,974

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等
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前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

1,825,835 1,997 1,827,832 ─ 1,827,832

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 223,040 223,040(223,040) ―

計 1,825,835225,0382,050,873(223,040)1,827,832

営業利益 335,611 215,074 550,686(400,681)150,005

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）

　

　
工業炉燃焼装置
関連事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1)  外部顧客に対する
       売上高

1,592,077 1,814 1,593,891 ─ 1,593,891

  (2)  セグメント間の内部
       売上高又は振替高

─ 174,219 174,219(174,219) ―

計 1,592,077176,0331,768,110(174,219)1,593,891

営業利益 186,107 166,012 352,120(321,055)31,064

(注)  １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２ 各区分の主な製品

    （１）工業炉燃焼装置関連事業・・・・・・各種バーナ及び燃焼装置・各種燃焼装置並びに各種工業窯炉の

製造・販売

  （２）その他の事業・・・・・・・・・・・投資事業等

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会

計期間(自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４

月１日 至 平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月

30日)

  重要な在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日）

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 18,283 53,045 22,920 94,249

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 908,596

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

2.0 5.8 2.5 10.4

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日）

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 178,387 173,526 71,368 423,283

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 1,827,832

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

9.8 9.5 3.9 23.2

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）

　

　 Ａ地域 Ｂ地域 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 75,912 42,019 55,728 173,661

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― 1,593,891

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

4.8 2.6 3.5 10.9

(注)  １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

 ２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域

① Ａ地域・・・・韓国、中国及び台湾

② Ｂ地域・・・・東南アジア

③ その他の地域・・・・中東、欧米、南米

 ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動

はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 90.25円
　

　 　

　 84.75円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 3.85円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3.75円
　

１株当たり四半期純利益金額 5.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結累計期間において希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 ２ １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 114,230 151,179

普通株式に係る四半期純利益(千円) 114,230 151,179

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,653,155 29,653,086

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 3.59円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3.50円
　

１株当たり四半期純損失金額 0.28

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、当第２四半期連結会計期間において希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 ２ １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日 
  至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日 
  至 平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

106,489 △8,232

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

106,489 △8,232

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,653,155 29,653,086

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

前連結会計年度末と比較して、リース取引残高に著しい変動はありません。
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２ 【その他】

重要な訴訟事件等

  当社は、平成21年９月４日付けにて、当社元代表取締役武田芳夫氏に対して、当社及び当社子会社の取

締役もしくは代表取締役としての在任期間中に、善管注意義務及び忠実義務に反して当社に損害を与え

たとして、金861,000千円の損害賠償請求を求める民事訴訟を提起いたしました。

　

（今後の見通し）

  本民事訴訟の提起が当社業績に与える影響は現時点では明らかではありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月12日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会  御中

監査法人ウイングパートナーズ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    赤    坂    満    秋    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    市    島    幸    三    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＦＫホールディングスの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連

結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日

から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子

会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連

結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況の注記に記載されている通り、営業利益85,924千円

及び四半期純利益106,489千円を計上している。しかしながら営業活動によるキャッシュ・フローは、前連結

会計年度より引続きマイナス283,503千円であり、前連結会計年度まで当期純損失を継続して計上していたた

め、当該状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等

は当該注記に記載されている。

四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結

財務諸表には反映していない。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

株式会社ＮＦＫホールディングス

取締役会  御中

　

監査法人元和

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    倉    岡    隆    典    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    來    嶋    真    也    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ＮＦＫホールディングスの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連

結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日

から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＮＦＫホールディングス及び連結子

会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連

結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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